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大会日程 
 

時 間 進 行 内 容 
7:50 駐車場係集合 
8:20 実行委員・スタッフ集合 
8:40 出場拳士・一般観客入館開始 
9:30 出場拳士、アリーナ集合 
10:00 出場拳士、整列 
10:15 太鼓 

  開会宣言 
  大会実行委員⾧挨拶 
  審判⾧諸注意 

10:40 予選Ⅰ 
 予選Ⅱ 
 予選Ⅲ 

12:00 昼食 
12:45 出場拳士集合・整列 

 来賓入場 
13:00 セレモニー 

  国歌斉唱 
  デモチーム演武披露 
  鎮魂行 
  大会会⾧挨拶 
  来賓挨拶 
  来賓紹介 
  最優秀論文発表（論文 B の部） 

14:10 本選Ⅰ 
 本選Ⅱ 

15:25 出場拳士集合・整列 
15:40 閉会式 

  最優秀論文発表（論文 A の部） 
  最優秀演武披露 
  表彰式 
  審判⾧講評 
  閉会宣言 

16:30 太鼓 
 賞状授与式 
 終了・解散 
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ご挨拶 
 

 

埼玉県少林寺拳法連盟会⾧ 
衆議院議員 

大会会⾧ 新藤 義孝 

 
 
 

「２０２６埼玉県少林寺拳法大会」が多くの拳士の参加のもと、盛大に開催できますことを御礼申し上げま
す。創始者「宗道臣」先生は、勇気と慈悲の心と正義感を得ることで、円満な人格とやさしさや思いやりを持った
｢人づくりの道｣として少林寺拳法を広められました。心豊かで幸福な社会を実現し、平和な国をつくるため、力を
発揮できる志を持った人を一人でも多く育てることが大切であるとする教えは、世界の多くの国々に広がっています。 

少林寺拳法が掲げる｢拳禅一如｣の教えの通り、心と身体の健全な向上と調和を目指し、礼節を重んじなが
ら自己鍛錬に励むことにより、理想とする人間形成に資することを切に願っております。 

 
本日参加される拳士の皆さんには、共に支え合ってきた仲間を信じ、日ごろの修行の成果を存分に発揮して

いただくことを期待しています。そして、気迫あふれる最高の演武をたたえ・学び合い、出会った仲間たちと親交を
深め、互いに高め合う充実した大会となりますよう祈念いたします。 

本大会の開催にあたりご尽力いただいた関係各位に心より感謝を申し上げますと共に、引き続きまして埼玉県
少林寺拳法連盟へのご支援とご協力をお願いし、歓迎のご挨拶とさせていただきます。 
 
 
  



 

3 

祝辞 

 

一般財団法人 少林寺拳法連盟 

会⾧     宗 昴馬 

 
 
 

このたび、令和８年度 第３９回県民総合スポーツ大会・埼玉県武道大会 兼 ２０２６年埼玉県少林
寺拳法大会が開催されますことを、心よりお慶び申し上げます。 
本日を迎えるまで、日々拳士を支え、導いてこられた先生方、支部関係者の皆さま、地域の皆さまに深く感謝申
し上げます。そして出場される拳士の皆さんが、これまで積み重ねてきた努力を存分に発揮されることを心から願っ
ております。 
少林寺拳法は 1947 年、開祖 宗道臣が「これからの社会を支えるのは“人の力”である」という確信のもとに創
始されました。2027 年には創始 80 年を迎えますが、時代がどれほど変化しようとも、その根幹にある「人づくりに
よる国づくり」という理念は揺らぐことはありません。 
なぜ“人づくり”なのか。それは、社会を形づくるのは制度や仕組みではなく、最終的には一人ひとりの人間だからで
す。自分の可能性を信じ、自らを高めようと努力できる人、さらに「半ばは自己の幸せを 半ばは他人の幸せを」と
いう言葉の通り、自分の成⾧だけでなく周囲の幸せをも願える人、そのような人が増えていくことこそが、争いや差
別のない、安心して生きられる社会につながるのです。 
今、AI をはじめとする技術革新により、社会は急速に変化しています。便利な道具は私たちの可能性を広げま
す。しかし、相手の痛みに気づき、支え合い、困難をともに乗り越える力は、画面の向こうでは育ちません。人と人
が本気で向き合い、汗を流し、励まし合う中でこそ培われるものです。少林寺拳法の修練が持つ本当の価値は、
まさにそこにあります。 
大会は修練の成果を競う場であると同時に、自分自身と向き合う場でもあります。 
うまくいった経験は自信となり、悔しさは次への力となります。今日の一日が、皆さん一人ひとりにとって、自分の可
能性を再確認する機会となることを願っています。 
どうか自分の力を信じ、互いを尊重し合いながら、最後まで全力で挑戦してください。 
この大会が皆さんの成⾧と誇りにつながり、これからの人生を支える確かな礎となることを心より祈念し、祝辞とい
たします。 
合掌 
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ご挨拶 

 

埼玉県少林寺拳法連盟理事⾧ 

大会実行委員⾧ 塚原 治彦 

 
 
 

合掌 
本日「2026 年埼玉県少林寺拳法大会」を開催するにあたり、関係者の皆様に心より感謝申し上げます。ま

た日頃より、私たちの活動にご理解とご支援をいただき、厚く御礼申し上げます。 
さて、私たちが生きるこの社会は、今かつてないほど不安定で予測困難な状況に直面しています。 
国際情勢に目を向ければ、昨年からの紛争に加え、今年はアメリカとイラン間での緊張が高まり、ホルムズ海峡

の封鎖などにより世界的な物流が停滞し、その影響は日本国内へも徐々に波及しており、明日への先行きに対
する焦燥感は強まるばかりです。力による現状変更の試みは、平和な世界の構築を願う私たちの祈りをないがし
ろにするかのように、日々その脅威を増しています。一方で国内においても憂慮すべき事態が続いています。匿名
流動型犯罪が社会を震撼させ、私たちの身近な安全さえも脅かされる状況です。さらに、未成年や若年層によ
る凶悪犯罪の急増は、次世代を担う子どもたちの心に何が起きているのか、大人たちが深く自省すべき課題を突
きつけています。 

孤独や孤立、そしてデジタル化の波の中で希薄化する人との繋がりが、人々の心のバランスを崩し、その衝動が
理不尽な暴力へと転換されているように感じてなりません。このような、先行きが見えない不安な時代だからこそ、
私たち少林寺拳法拳士の使命は極めて重大です。 

開祖・宗道臣先生は、「半ばは自己の幸せを、半ばは他人の幸せを」と説かれ、自らの力で困難を切り拓く
「不撓不屈の精神」を教えられました。 

他者と慈しみ合い、信頼の輪を広げる私たちの修練は、孤独や分断を乗り越え、調和のとれた社会を築くため
の、まさに現代に必要な処方箋であると確信しております。 

拳士の皆様には、日頃の修練の成果を遺憾なく発揮されるとともに、仲間との絆を一層深め、強固な繋がりを
実感していただきたいと思います。また関係者の皆様におかれましては、拳士たちのひたむきな姿をご覧いただき、
今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

終わりに、今大会の運営に奔走された実行委員の皆様、ならびにご協力いただいたすべての皆様の熱意に深
く敬意を表し、大会の成功を祈念して挨拶とさせていただきます。 
結手 
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主催・共催・後援 
・主催:埼玉県少林寺拳法連盟 
・共催:埼玉県 
・後援:行田市・行田市教育委員会・埼玉県立武道館・少林寺拳法振興議員連盟 
 
 

大会役員 
会⾧ 新藤 義孝 衆議院議員 
副会⾧ 村井 英樹 衆議院議員 
顧問 穂坂 泰 衆議院議員 
顧問 上田 清司 参議院議員 
顧問 星野 光弘 富士見市⾧ 
顧問 星野 信吾 前富士見市⾧ 
顧問 水村 篤弘 埼玉県議会議員 
顧問 新井 久夫 岩槻人形協同組合 前理事⾧ 

 
 

特別賞 
＜種目＞ ＜賞名＞ ＜授与者＞ 
一般五段以上 大会会⾧賞    新藤 義孝 
マスターズ有段 議員連盟会⾧賞  小渕 優子 
一般三・四段 大会副会⾧賞  村井 英樹 
一般女子三段以上 大会顧問賞 穂坂 泰 
親子 行田市⾧賞 行田 邦子 
論文 A 理事⾧賞 塚原 治彦 
中学生 県立武道館賞  新井 彰 
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大会実行委員 
実行委員⾧ 塚原 治彦 
大会参与 大野木 憲三、林 昌幸、赤崎 義昭、小宮山 宜司 
副実行委員⾧ 関根 敏夫、田中 一彦、堀江 誠 
審判⾧ 菊地 君夫 
総務 向井 基樹、堀江 誠、梶谷 憲皇 
筆耕 上堀 護 
会計 村上 雅憲 
進行 橋本 敏春 

＜担当ブロック:２・４・６・８・１１・１３＞ 
競技 川瀬 敦士 

＜担当ブロック:２・４・６・８・１１・１３＞ 
会場 梶谷 憲皇 

＜担当ブロック:第１＞ 
式典 松本 駿 
受付 島田 護 

＜担当ブロック:第９・１２＞ 
警備 寺島 隆 
集計 陣野 文彦、松本 裕史、村上 雅憲 

＜担当ブロック:３・５・７・１０＞ 
審判団 立川 文雄、田中 一彦、香川 薫、榊原 淳、飯島 博、岡本 幹夫、 

澤田 一彦、中田 美稔、吉田 晴一、佐藤 勝己、石神 克巳、 
一瀬 仁資、橋本 崇、大谷 正司、吉川 雅庸、工藤 邦弘、剣持 誠、 
佐藤 義彦、土屋 晴彦、寺田 正保、手島 守、富澤 則夫、鈴木 卓児、
松本 英樹、丸岡 正行、丸谷 智子、森部 正昭、山根 文親、 
横島 秋男、吉野 広二、渡辺 芳雄、飯野 直道、岡本 剛、木村 康二、
佐藤 雄一、澤田 良典、田中 秀顕、中里 陽一、宮崎 亨、本川 修、 
矢島 隆心、北野 雅史、小宮山 裕久、柴田 直之、小澤 晴太 
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競技概要と演武審査について 
 

１. 大会競技概要 
(1) 少林寺拳法には、修行実績を示すものとして「級」、「段」があります。それぞれの資格に応じた技術を組み合わせて「演

武」を行います。その演武を、所定の審査基準のもと採点し、上位者を表彰します。 
(2) 演武には 1 人で行う「単独演武」、2 人で行う「組演武」、3 人で行う「三人掛」、6 人または 8 人で行う「団体演武」

があります。 
(3) 少林寺拳法の技術は、突・蹴などで反撃する「剛法」と、腕・袖・襟等を捕まれる攻撃に対して、抜・逆・投等で反撃す

る「柔法」があります。これが「剛柔一体」と言われるもので、少林寺拳法の特徴の一つであり人格の形成を図ることを
目的としています。 

この技術の完成度と、飛燕のような突き蹴り、豪快に投げる技など、迫力かつ華麗な少林寺拳法の演武をご覧ください。 
 
２. 審査 
(1) 5 名の審判により審査し、最高点、最低点を除いた 3 名の合計点を採用します。 
(2) 演武の一連の流れを「1 構成」とし、6 構成の演武が採点されます。 
(3) 各審判は、100 点満点で採点します。そのうちの 60 点が「技術度」、40 点が「表現度」となっています。 
(4) 技術度は、技が正確に行われているか、理にかなっているかを評価します。1 構成から 6 構成目までを各 10 点で 

採点します。 
(5) 表現度は、以下の審査項目で、6 構成全体について採点します。 

① 構成・リズム・節度 
② 体構え・立ち方・美しさ 
③ 気迫、気合い、冴え 
④ 調息、目配り、残心 

(6) 減点 
規定時間に対する超過または過少、資格外の技を使用した場合などに減点されます。 

(7) 同点の場合 
技術度が優先されます。 

 
３. 種目の補足説明 
(1) 「マイシードの部」:「障がい者の部」の名称を変更。「シード」とは「種をまく」という意味であり、「可能性の種子」を自ら

蒔くという趣旨です。 
(2) 「小学生 A の部」:4 年生以上、「同 B の部」:3 年生以下です。 
(3) 「小学生単演 A の部」:3 級以上、「同 B の部」:4～6 級、「同 C の部」:7 級以下です。 
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【おねがい】出場拳士および応援の方々へ 
 

ご用意いただくもの 
・ 靴袋（下足用ビニール袋） 
・ 少年部出場シール（右肩部貼付け用ワッペン、事前配布したもの） 
１. 取消し・変更について 
  ｲ） 出場者の変更は一切できません。 
  ﾛ） 大会当日に出場の取消を行う場合は、出場者は 9:00 までに各所属⾧に申し出てください。 

所属⾧は 9:30 までにその旨を集計室(1F メインアリーナ（以下、[競技フロア]と記す） 
正面向かって左側)に口頭で申請してください。 

  ﾊ）取消がある場合は大会当日までに速やかに各所属⾧へ連絡してください。 
２. 入館の際には  ※P37 館内案内図を参照 
・ 入館後、拳士は着替えを済ませて 2F の観客席で待機してください。1F メインアリーナ（以下、[競技フロア]と記す）

への入場は 9:30 を目安としていますが、アナウンスによる指示後に移動してください。 
・ 観客席には来賓席以外のエリア指定をもうけておらず、すべて自由席です。荷物を置かず譲り合ってご利用ください。 
・ 開会式では、予選Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは、[競技フロア] のコート内のプラカードに従って集合整列してください。本選Ⅰ・Ⅱの選

手は、[競技フロア]の後方のプラカードに従って集合整列してください。 
３. 館内では 
・ 2F 観客席、屋外以外での食事は禁止されています。 
・ 女子の更衣は、女子更衣室を利用してください。 
・ 電子タバコ含めて喫煙スペースはございません。（施設外でも路上での喫煙等はできません） 
・ 貴重品は、各自で責任を持って管理してください。 
・ 手すりから身を乗り出したり、手すりに物を置いたりしないでください。 
・ 通路や階段は混み合いますので、走ったり押したりしないでください。 
・ 屋外へは、裸足で出ないでください。 
・ [競技フロア]でのビデオ・写真撮影は競技の妨げとなりますので、ご遠慮ください。 
・ サブアリーナは、ウォーミングアップに使用できます。 
・ 各コートには[ネクストコーナー]が設置されていますので、次の演武順の拳士は、その中で体を動かして待機していてくだ

さい。（有声の気合禁止） 
４. 本選に出場しない拳士へ 
・ 予選終了後も着替えないで観客席で見学してください。セレモニーで全員整列します。（P12 セレモニー隊形図を参

照） 
・ 本選Ⅰ・Ⅱの終了後、集合のアナウンスがかかったら閉会式を行います。全拳士は[競技フロア]に集合してください。

（P11 閉会式隊形図を参照） 
５. お帰りの際には 
・ ゴミは各自お持ち帰りください。 
６. その他 
・ 体調不良、けがをした場合は、[競技フロア]正面向かって左側の[救護]においでください。 
・ 交通事故等に十分お気をつけ下さい。 
・ 本パンフレットの内容は、予告なく変更する場合がございますのでご了承ください。 
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コート図 
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少林寺拳法とは? 
 
●少林寺拳法は“人づくりの道” 
少林寺拳法は 1947 年に日本において宗道臣が創始した“人づくりの道”です。自分の身心を養いながら、他人とも援け

合い、幸せに生きることを説く「教え」と、自分の成⾧を実感し、仲間と共に上達を楽しむ「技法」、そして、その教えと技法を
遊離させずに、相乗的なスパイラルとして機能させる「教育システム」が一体となっています。人間は生まれながらに、どのよう
にも成⾧していける可能性を秘めています。少林寺拳法は、その可能性を信じて自分を高められる人、周囲の人々と協力
して物心両面にわたって豊かな社会を築くために行動できる人を育てています。 
 

●創始の動機と目的 
創始者宗道臣は、戦後の混乱のさなか自身の体験から、リーダーによって集団や社会の方向性が大きく変わるという真理

を悟りました。そして、リーダーシップとは、自信と勇気と正義感、行動力に根ざすものであると定義づけました。人が平和で
豊かに生きていくためには、正しいリーダーシップを発揮できる人間を一人でも多く育てようという“人づくり”の志を抱いた宗道
臣は、敗戦直後の混乱で自己を見失いそうな若者たちに、人として豊かに生きるべき道を説くと共に、心身を鍛え自信を得
るのに有効な技法を教え始めました。修練の中で道を説いて誇りや信念を引き出し、人が生まれながらに持つ成⾧の可能
性を実感させ、自信と勇気と行動力を併せ持つ、社会の役に立つ人を育てようと創始したのです。 
 

１. 創始の動機と決意 
 1945 年（昭和 20 年）、戦時下の中国東北部にいた宗道臣は国家や民族の利益が優先し、力だけが正義であるか
のような国際政治の厳しい現実を目の当たりにしました。その中で宗道臣は、物事は影響力のある立場に立つ人の人格や
考え方によって大きな差があることに気づき、「人、人、人、すべては人の質にある」と悟ったのです。「すべてが人によって行わ
れるなら、本当の平和は、正義感と勇気と慈悲心の強い人間を一人でも多く育てる以外にない」と気づいたのです。そして
「志ある青少年を集め、道を説いて正義感を引き出し勇気と自信と行動力を養わせて、祖国復興に役立つ人間を育成し
よう」と決心したのです。 
 
２. 拳技を中心とした人づくりの道 
 帰国した宗道臣が見たのは、敗戦下の混乱する日本の姿でした。道義も人情もすたれ日本人同士がいがみ合い、不正
と暴力が横行する社会で、青少年も大人たちも国民の大多数が将来の希望もなく右往左往していました。そこで宗道臣は、
中国在住時に学んだ拳技を整理、再編し、創意工夫を加え一人ひとりが楽しみながら技法を修得できるような新しい技術
体系をつくり、自宅を道場とし、拳技を教えると同時に自分の人生観や世界観を説いたのです。拳技を中心とした人づくり
の始まりです。こうして、人間の心身の改造と、平和的手段による社会変革を目指し、人づくりと平和で物心共に豊かな社
会の実現を目的に、宗道臣によって少林寺拳法が創始されたのでした。 
 
３. 目指す人間像 
 少林寺拳法は、ただ単に腕力の強い人や技の上手な人をつくるために創始されたのではありません。少林寺拳法の修行
を通して、人間は育つ可能性を有する種子であるということを信じ、健康な肉体と不屈の勇気と円満な人格を得て、個人
が幸福な人生を送れるように、そして同時に平和で豊かな社会を実現するために積極的に行動していける勇気と情熱、しっ
かりとした考えと正義感あふれた真のリーダーを育成するのです。少林寺拳法の拳士は、自己の可能性を信じる生き方がで
きる人間、主体性を持った生き方ができる人間、他人の幸せを考えて行動できる人間、正義感と勇気と慈悲心をもって行
動できる人間、連帯し協力し合う生き方ができる人間になることを目指します。 
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【２０２５年度弁論最優秀賞 弁論 A ご紹介】 

都 道 府 県:埼玉県 
所 属 連 盟:高等学校体育連盟 
論文テーマ:少林寺拳法を始めてからの自分の変化について 
所 属 名:深谷第一高校 
氏   名:石﨑 和奏（イシザキ ワカナ） 
武   階:初段 
年   齢:十七歳 
 

少林寺拳法を始めてからの自分の変化について 
 

「大丈夫。私、出来るから」 
 そう言える人のことが、私は不思議でした。何故そう言い切れるのか、何故そんなに自信が持てるのか、わからなかったので
す。 
 私は自信がない人間でした。何に対しても、無理、出来ない、だからやりたくない。そう言って何にも挑戦せずに、勉強や運
動から逃げていました。 
 もちろん高校受験でも挑戦なんて出来るはずがありません。受験直前に第一志望校を変え、ずっと安全圏だったこの高校
に進学しました。そんな私に転機が訪れたのは入学して間もなくでした。 
 部活動紹介の日、私は初めて少林寺拳法を知りました。部を作りたいという顧問の先生が演武を披露してくれたのです。 
 知らなかったことには好奇心が湧くもので、もう少し知りたいと思い、部活動見学に参加しました。見学を通し、少林寺拳
法は、護身術を身に着けることにより、自惚れではない自信と勇気と行動力をもった人材育成を目指す人づくりの行である
ということを知りました。 
 自信と勇気と行動力。それは今までの自分に足りなかったものではないか。私にも自信というものが身につくのではないか。
根拠はありませんでしたが、そう漠然と感じたのと同時に、「新しい部の創設」に大きな魅力を感じたのでした。 
 最初は同好会の創設から。会員は私一人。それでも先生と協力し、活動場所を確保し、高校支部の設立を学校に認
めていただきました。今までの私であれば部活動の設立など無理と決めつけ、行動することはなかったでしょう。しかし今回ば
かりは自分の意志で始めたこと。これだけは最後までやり遂げようと心に決めていました。そうでなければ、私は今度こそ価値
のない人間になってしまう。そう思えたのです。 
 同好会が発足し、勧誘の成果もあり、会員が一人二人と増えていきました。他のメンバーより修練期間の⾧い私は、必然
的に指導する事も増えました。当然、自信などありません。しかし私以外いないのだから、とにかくやるしかない。下手でもがむ
しゃらでも私なりに伝えようと努力しました。会員もそんな頼りない私によく着いてきてくれたと思います。 
 気が付けば、私たちは昇級を経て、大会出場を果たし、その活動が認められ、遂に部活動昇格が叶いました。 
 私は主将を任されました。とても重く感じると共に、やってみたいと思うようになっていました。何事にも自信がなく、挑戦する
ことから逃げていた私が、です。 
 それは共に修行する仲間がいるから。 
 時に私の悪い癖が出て、自信を失い迷走した時も、共に汗をかく仲間が一括してくれる。そんな仲間の存在が私の背中を
押してくれるからこそ、私は自分の可能性を信じ、主将に挑戦したくなったのです。 
 これまで、合同練習会や大会の選手宣誓、基本演練の主座等、様々な経験をすることができました。もし少林寺拳法に
出会わなければ、私は絶対に自分の可能性を信じようとはしなかったでしょう。 
 私はずっと、自信を持っている人は皆、そういう性格なのだろうと思っていました。でもそうではなくて、積み重ねてきたものを
自信に変えているのだと気づきました。何もなかった私が、部の創設、主将としての経験、頼もしい仲間との出会いを通じて、
やればできるという自信と、一歩を踏み出す勇気、思いを実現する行動力を実感できています。 
 少林寺拳法は生涯修行です。私はこれからも様々な困難に直面するでしょう。でも、きっと今なら言えます。 
 「大丈夫。私、出来るから」と。 
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【２０２５年度弁論最優秀賞 弁論 B ご紹介】 
都 道 府 県:埼玉県 
所 属 連 盟:埼玉県少林寺拳法連盟 
論文テーマ:「平和のために私ができること」 
所 属 名:蕨市スポーツ少年団 
氏   名:田上 詩織（タガミ シオリ） 
武   階:八級  
年   齢:八歳 
 

平和のために私ができること 
 
 わたしが平和のためにできることを、四つ書きたいと思います。 
一つめは、ケンカをしたとき、人がいやだなということをしない、ということです。それをしなければ、ケンカがなくなると思います。こ
の前、わたしがお姉ちゃんのへやにかってに入ってしまったとき、お姉ちゃんに「もうかってにはいらないでね」と言われました。わた
しは「ごめんね」とあやまりました。そうしたらゆるしてくれて、いっしょにあそんでくれて、うれしかったです。だから、わたしはあいて
が「いやだな」ということをしないように気をつけたいです。 
二つめは、お年よりやにんぷさんに、でん車やバスのせきをゆずりたいということです。この前、友だちと水ぞく館に行ったとき、帰
りのでん車で友だちからせきをゆずってもらいました。わたしは足がいたかったので、うれしかったです。お年よりやにんぷさんは、
立っているのがもっと大へんだと思うので、せきをゆずってあげたいな、と思いました。少し前、少林寺けんぽうのしゅうれんのとき
に、先生があるバスのうんてん手さんのお話をしてくださいました。そのうんてん手さんは、ないている赤ちゃんのことを「国のたか
らもの、なき声なんて気にしないでのってください」と言って、おきゃくさんがたくさんせきをゆずってくれたお話でした。わたしは、み
んなやさしいな、うんてん手さんはいい人だな、と思いました。 
三つめは、お年よりやにんぷさんがおもいものをもっているとき、わたしがかわりにもってあげたいということです。わたしは、そうい
う人を見かけたら、声をかけてもってあげたいです。 
四つめは、人と話すときは、ちゃんと話を聞くように気をつけたいです。わたしもちゃんと話を聞いてほしいからです。話すときは、
スマホを見ないで聞いてほしいです。 
さいごに、しょうらいわたしは、キッチンカーでアイスクリームやさんになるのがゆめです。そうしたら、多くの人やお金のない人にも
アイスクリームをあげられると思います。わたしもおいしいものをもらえるとうれしいからです。そして子どもや大人に「ありがとう。お
いしい」と言ってもらいたいです。 
いっぱいの人にやさしくすれば、きっと平和になると思います。 
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大会会場 

 
 

 所在地 
〒361-0061  
埼玉県行田市大字和田 1242 番地 
 
アクセス 
秩父鉄道行田市駅から徒歩約 15 分 
JR 行田駅から車で約 20 分 
JR 吹上駅から車で約 25 分 
東北自動車道羽生 IC から車で約 35 分 
関越自動車道東松山 IC または花園 IC から車
で約 50 分 
圏央道白岡菖蒲 IC から車で約 50 分 
※入場は、施設 2 階よりお願いします。 

行田市総合体育館 行田グリーンアリーナ 
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駐車場 
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